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ポリスルホン膜の使用により血小板減少を認めた3症例：続報
臨床工学科 首藤晃、石川裕子、磯部剛、倉重諭史
1、はじめに
　一昨年の院内研究発表で透析患者において「ポリ
スルホン膜の使用により血小板減少を認めた一症
例」を報告した。
その後同様の症例をさらに2例経験している。
　血小板減少の原因として、透析膜に含まれるポリ
ビニルピロリドン（以下：PVP）の存在が指摘されて
いる。
　今回はそのPVPの含有の違いと血小板減少の関連
性を3症例について検討した。
皿、方法・対象
　ポリスルホン膜により血1小板減少を来たした維持
透析患者3名に対し、ポリスルホン（以下：PS）膜、
エチレンビニルアルコール共重合体（以下：EVAL）
膜、ポリエステルポリマーアロイ（以下：PEPA）膜
を使い3名の患者において透析前後で、血小板その
他血．液データの比較検討を行った．
　各透析膜の組成として以下に分類出来る。
PS膜：膜素材そのものにPVPが含まれる。
EVAL膜：全くPVPは含まれていない。
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　　　　　　　　　口oEPA膜：膜表面にPVPをコーティングしている。
M、結果
@PS膜において症例1，2，3それぞれ透析前後で血
^」潮友が10．1（104／μ1）から6．8（104／μ1）、8．1（10
S／μ1）　から5．5　（104／μ1）、　11．0　（104／μ1）　から
T．3（104／μ1）と低下がみられた。EVAL膜での血小
ﾂ数変化は11．9（104／μ1）から12．1（104／μ1）、
P5．5　（104／μ1）　から15．6　（104／μ1）、22．5　（104／
ﾊ1）から23．0（104／μ1）と低下はみられなかった。
oEPA膜での血小板数変化は13．8（104／μ1）から（10
S／μ1）、17．8（104／μ1）から17．0（104／μ1）、24．6
i104／μ1）から25．4（104／μ1）と低下はみられな
ｩった。また、PS膜において症例2，3のWBCがそれ
ｼれ3500（／μ1）から2400（／μ1）、5300（／μ1）
ｩら2400（／μ1）へと低下がみられた。
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　各ダイアライザーの血小板低下率では、A社PS膜
で30．69％、K社PS膜で33．2％、F社PS膜で53．68％
の低下がみられた。EVAL膜では4．099％の上昇がみ
られ、PEPA膜では0．169％の低下と血レ」・板低下率は
非常に軽微であった。
lV、結論
　PS膜により血小板減少を来たした維持透析患者3
名について、3種類の透析膜の血小板への影響を検
討した。
　PVPを含むPS膜は血小板減少を来たしたが、　PVP
を含まないEVAL膜及び、PVPを含むがコーティング
のみのPEPA膜では1fLL小板減少を来たさなかった。
V、考察
①　　PVPは体内で補体活性を引き起こし、血小板
　　減少を来たしていると考えられる。PVPで血小
　　板の下がる要因について各メーカーの学術担
　　当者に問い合わせをしたが、どのメーカーも明
　　確なデータを持っておらず、その原因とメカニ
　　ズムについては未だ不明である。
②PEPA膜はPVPがプライミング行程で洗い流
　　され、血、中にPVPの溶出が殆んど無いと推測
　　される。
VI、結語
　PVPを含む透析膜は現在広く使われているが、今
後も同様の患者が発生する事も推測される事から、
血小板減少に注意を払い使用する事が望まれる。
【参考文献】
1）　ハイパフォーマンスメンブレン‘07（東京
　　　医学社）
